
巻頭言  

学会の将来の発展に向けて  
規格凋茸全書貞長 柳井 久義   

本学含も創立75周年を来年に接え．その扱う範囲も世の中の飛躍的擾進歩・  
発達に応じて急速に鱒失しつつ，会員数も38．㈱名以上の大学創こ成長して，  

工学・技術関係の主要な学会として無病しつつあることは巨浪に喜ばしいことと  

患う．  

しかし一方，世界は今や21世紀に向けて，政治・経済から社会構過，座薬蟻乳  

更には本学会に甲傭の掛一秤乳工学．技術の面ですら大きな蜜革削二あって，  
その療り方ヰま今世紀までの歴史の延長上では掛一切れないほど抜本的専もののよ  

うに見受けられる．本学会としても，将来の兇暴と変化への対応のために仁将来  

構想委局舎や踵手合などを中心ヒ，その体勧や碍軌連声方法の在りカセついて，  

摘的な対策が論じられつつあること騒t高く評価されて良いことであろう．た  
だここで仁失礼を頼為ず敢見て言わせて頂くとすれば，考え方の削ニーなお従来  

の学会の在り方め鰯紬！庵を引いているのではなかろうれと危惧される点かある  

ことであろう．   

欧米の工学開係の学会で‡ま，技術者，同業者の集りとして生れ，その利益集団  

として学会活動をし．育って兼たようた患われる両が多々ある．こわiこ対し我が  

臨では，形は似ているが．研究中心，拳闘・技術中ノらの学会酒動の函に重点が轟っ  

て，一穀倉貞へのサービスという点では，いささか挽かな面があったのではなか  

ろうか∴世の中め変化こ対応して，このところ．萌外国の学会誌を克てもその編  

集が大変変って兼つつあぁようにも見受けられる．牛を取り，第一線を離れて勉  
強しなくなった当方も悪いので，口幅ったいことも言えない軌 もう少し親しみ  

やすい学会であって欲しいと患う会員ぁかなりあるのではないかと患う．ただこ  

のことは大変難い、同頴であっで簡単に解決できないが，着い会員の増加率が低  

いこととも関係してい届から，将来の学食の発展を考えた場合，重安なことで虚  

ろう．   

これ軋我が国の機械のマニAアルが．開儒者が大変苦労して伴っておちれる  
にもかかわらず．専門的走った牒，当り前のことが扱けて許し過ぎたりして，ユー  

ザから見ると井割こわかり掛、という点と一脈相通ずるものがあり，幅広い会員  

ぬ立揚甚立った．会員のための学会という観点にも，大いに意を用いて頂博訟車  

という感じがしないでもない．  
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